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2．モモ，ナシの1荊中の花粉拉致

1新中の花粉粒数は，それぞれ4～5反覆して調査

した。モモの白鳳では約925～1．占00，大久保では，

1，458～1，525，ナシの長十郎では‘，015～8．788．

二十世紀では5，250～7，125の範囲であった。

4．ま　　と　　め

1．モモの白鳳，大久保の花粉採取量は花の発育が進

むに従がって多くなることが知られ．開花直前および

開花2～5日前の花は，開花4～5日前の花の約1．7

倍から2倍の花粉を多く採取することができた。また，

開花4～5日前の花の花粉は発芽率も著しく低かった。

2サツの長十即では花重は開花1日前＞開花2日前

＞開花5日前となり，生前重，乾燥荷重は開花1日前

＜開花2日前＜開花5日前，花粉発芽率は開花1日前

＞開花2日前＞開花5日前であった。

5・1病中の花粉粒数は，白鳳では約925～1．dOO，

大久保1．458～1．525，長十郎占．015～8、788，二十

世紀5．250～7，125の範囲であった。

リ　ンゴ品種相互ならびに自家授粉

による結実率について

山田三智稽・鈴木　長蔵・石山　正行

佐藤　　正・中村　喜治・石沢　　清

（青森県　り　んご試）

1．ま　え　が　き

青森県のりんご栽培においては，開花期の天候がく

ずれ易いことから，結実対策として人工綬粉が重要な

作業となっている。

人工綬粉においては，品種の自家受精力や品種相互

の親和性が作業の基礎資料として重要であるが，この

点については須佐寅三郎氏が昭和5年から9年まで7

カ年にわたって当時の主要品種について自家ならびに

他家受精について研究し，親和性を明らかにしている。

しかしながら，昭和元年から同15年にかけて，青

森県では第2回目の品種更新が行なわれ，さらに昭和

42年から県の長期計画に従がって，大規模な品種更

新が進められている。

このような品種更新による品種の変化に加えて，経

済的ならびに自然的な面での著しい変化が見られる。

すなわち，社会経済面では労働力が，自然面では訪花

昆虫が著しく減少している。

このような条件の変化に対応するには，現在の主要

品種ならびに今後増殖される品種について按粉の親和

性を見ることが急務であると考えられる。ここにおい

て筆者らは按粉の親和性について，昭和40年から同

44年まで試験を行なったが，一応の成績が得られた

ので報告する。

この研究の実施に当たっては青森県りんご試験場長

木村甚弥．栽培部長福島住雄両博士から御助言を賜わ

り，また，報告書の御校閲をいただいたことに心から

謝意を表するものである。

2．試　験　方　法

1．供託場所および実施期間

青森県りんご試験場のほ場で，昭和57年から予備

試験を開始してきたが，今回の報告は昭和40年から

伺44年までの5カ年にわたって実施したものである。

2．供託品種と樹齢

昭和44年度現在
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5．採花と開拓

各年次とも風船状に発育した菅を採集し，花弁およ

び等片を除去して花枚に満を付けたものを電研育苗器

の中で25℃に加温して関前させた。関節後はシャー

レにバラ7イソ紙を敷いて花粉を入れ，ふたをして，

さらに吸湿剤を入れたデツケ一夕内に綬粉期間中貯蔵

した（ヂツケ一夕は10～20℃の室内に保管）。

第1表　　供試品種の年度別生態と綬粉期間

4．授粉

受粉品種は各年とも花が風船状に発育したとき除雄

しないで綬粉し，自然授粉を防ぐために授粉後直ちに

パラフィン紙袋をかけた。花粉親和性の試験は一般に

は除雄して行なうのであるが，今回の試験では実用化

をねらって除雄しないで実施した。

5．結実および種子調査

結実および種子調査は，各年次とも6月上～中旬に

全校粉束を採収し，果実を横に切断して種子数を調査

し，種子の入っていない果実は桔実数から除外した。

年度別，品種別の生態，授粉期間，結実および種子

調査は第1，第2表のとおりである○

　 区 分 1

品 種 年 度

開　 花 始　 め 満　 開　 期 綬　 粉　 期　 間

昭

4 0 4 1 4 2 4 5 4 4

昭

4 0 4 1 4 2 4 5 4 4

昭

4 0 4 1 4 2 4 5 4 4

陸　　　　 奥

5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月 5 月

17 9 7 8 7 2 1 1 5 15 15 1 1 1 8 ～ 2 1 1 1・－1占 1 0 ～ 1 5 1 0～ 1 4 10 ～ 1 2

恵 1 8 1 6 1 0 1 5 1 0 25 1 9 17 19 1 5 2 2 1 d～ 1 7 1 8 1 5 ～ 1 8 1 2～ 1 5

王　　　　 鈴 18 15 1 0 1 1 1 0 2 5 1 8 1 8 19 1 5 2 2 1 5～ 1占 1 5 1 5 ～ 1 8 1 5

ふ　　　　　 じ 19 1 0 9 1 2 9 2 1 15 12 1 6 15 1 8～ 2 1 1 5へ′1 8 1 1～ 1 5 15 ～ 18 1 2～ 1 5

レッドゴール ド 17 8 7 9 8 1 9 1 5 1 1 1 5 1 1 1 8～ 2 1 1 1～ 1 8 1 0～ 12 1 1～ 15 10一一ノ12

東　　　　 光 17 1 0 10 1 1 1 0 2 1 1 5 1 8 1 8 1 2 1 8 ～ 2 2 1 5 ～ 1 6 1 1一一15 15 ～ 1°1 0 ～ 15

スターキ ソ グ 16 8 7 8 7 2 1 1 5 1 5 1 4 1 1 1 9 ～ 2 1 1 2～ 1 6 1 0～ 14 1 5～ 15 1 0 ～ 1 2

ゴ ー ル デ　 ソ 18 9 7 8 7 2 0 1 5 1 5 15 1 1 18 ～ 2 1 1 1～ 1 8 1 1 1 1一）14 1 0 ～ 1 2

印　　　　 度 15 8 5 d 5 1 9 15 1 1 12 1 0 18 ～ 1 9 1 1～ 1 4 10 ・～ 1 2 － ・■■－－

リチ ャー　 ド 18 9 7 8 7 2 1 1 5 1 5 1 4 1 1 2 0 1 2 ～ 1 4 10 ～ 1 5 1 2 ～ 15 10 ～ 12

デ リシ ャ　ス 18 9 8 9 8 2 1 15 15 15 1 2 1 8～ 2 1 12～ 1 d 1 0・～ 15 1 5 －

国　　　　 光 18 1 d 1 1 1 1 1 1 2 4 2 2 2 2 2 2 1 9 2 1～ 2 4 17 1 5 15 一－1 d 14一｝1 5

紅　　　　 玉 15 8 る る ム 20 14 15 1 5 1 1 18～ 2 1 1 5 ～ 1 5 1 0～ 1 4 1 4 10 ～ 1 2

第 2 黄　　 綬粉 期 間 中 の天 候 な らび に結実 調 査

年 度 綬 粉 期 間 9 時気 温 最高 気温 最 低 気温
降 水

．FLi三

天　 気　 1 結 実 お よ び

種 子調 査月 日晴 蜃 雨

昭

4 0 5月 1 8 日～5 月2 4 日

　　 ℃

14．0 ～ 2 1．8

　　 ℃

17．8～ 28．2

　　 ℃

5．9 ～ 15．5
nm
7．7 4 2 1 8月　 7 日～ d月 1 2 日

4 1 5月 1 2 日～ 5月1 7 日 9．7 ～ 17．5 10．9～25．占 5．8 ～　 9．0 52＿5 2 2 2
8月　 4 日～ 8月　 8 日

4 2 5月 1 0 日～ 5 月1 5 日 10．4 ～ 19．5 15．2～2 2．5 8．1 へ′12．8 8．° 5 2 1
8月　 5 日～ d月　 9 日

4 5 5月 1 0 日～5月 1 8 日 7．5 ～ 19．5 11．1～ 25，2 1．2 ～ 15．7 44．4 1 4 2
8月 1 0 日～ d月1 2 日

4 4 5月 1 0 日～5月 1 5 日 14．2 ～ 25．0 18．8～ 28．4 2．9 ～ 12．7 1．4
l
1 5 0 1 8月 1 1 日～ 8月1 4 日

5．試．験　結　果
前述の14種を供試して相互ならびに自家綬粉した

場合の結実率は第5表のとおりである0
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第5表　　他家および自家綬粉における結実歩合

　 谷

♀

陸

奥

恵

王

鈴

ふ

じ

レ

ッ
ド

コ
1

′レ
ド

東

光

ス I

ク

ー

キ

：／
グ

コ

l

ル

7‾

：／

印 l

度

リ

チ

ヤ

l

ド

7‘

リ

う／

ヤ

ス

国

光

轟工

玉

祝

陸　　　　　 奥
7．2 5 5．2 4 7．5 5 9．8 7 1．d 7 9，8 5 7．5 2．0 6 8．d 8 8．0 8 1．8 d 9．0 8 4．0 5 8．8

（5） （5） （4） （4） （5） （5） （3） （3） （5） （4） （5） （3 ） （5） （4）

窓
d d．2 8 1．0 5 8．0 9 8．0 8 1．8 9ム 4 9 0．° 9 0．0 8 7．2 8 7．0 8 7．8 9 1．0 9 1．8 9 4．0

（5） （4） （4） （5） （5） （5） （5） （5） （5） （5） （5） （5） （5） （5）

王　　　　　　 鈴
7．0 89 ．8 5．2 るム0 7 4．5 7 5．8 89．4 9 2．5 5 5．8 7 5．0 7 占．5 7 5．5 5 1．4 7 1．8

（5） （4 1 （5） （4） （4） （4） （5） （3） （5） 刷 （4） り） （4） （5）

ふ　　　　　　　 じ
2 0．8 8 8．7 8 8．5 1．4 占5．8 8 7．8 8 5．8 7 2．8 7 2．4 8 9．5 8 9．0 占5．0 6 9．2 8 5．8

（5） ほ） （4） （5） （4） （5） （5） （5） （5） （4） （4） （4） （5） （4）

レ ッ ド ゴー ル ド
5 0．5 8．2 7 8．0 7 9．0 2．d 7 7．8 5 占．5 7 2．d 70 ．8 8 4．5 占4．8 8 4．° d 7．d 7占．2

（4） （5） r3 1 （5） （5） （4） （3） （5） （5） 川 （5） （5） （5） （5）

東　　　　　 光
2 5．8 7 9．5 7 5 ．4 7 5．2 8 4．4 5．2 7 7．5 7 5．0 9 0．5 8 5．5 8 9．0 d 8．8 9 0．5 7 9．4

（5） （4） （5 ） （5） （5） （5） （4） （4） （4） （射 （3） （5） 川 （5）

ス　 タ　 ー キ　 ン グ
17．0 7 0．0 占8 ．0 d 5．5 7 9．8 8 5．8 0．5 5 0．5 8 0．0 0．5 4．5 占8．7 8 9．5 8 5．5

（5） （5） （4） （4） （4） （射 囲 （4） （4） （2） （4） （3） （3） （3）

ゴ　 ー　 ル　 ヂ　 ソ
19．8 7 2．8 7 2．8 8 2．2 7 5．d 8 2．0 9 0．7 4．0 7 5．2 7 5．0 8 5．0 8 8．5 7 4．0 7 9．5

（5） （5） （5） （5） （5） （5） （引 （5） （4） （3） （31 （3 1 （4） （4）

印　　　　　　 度
4 5．8 2 8．0 5 8 ．0 d l．5 7 1．7 5 9．7 9 2．0 7 7．5 14．5 8 1．0 鎚 ．0 26．0 7 8．5 5 7．5

（4） （1 1 （11 （2） （3） （3） （1） （2） （4） （2） （2） （l l （3） （3）

リ　 チ　 ャ　 ー　 ド
1 0．0 d n．0 5 4，0 5 2．5 8 5．7 8 4．5 1．0 5 4．0 89 ．0 8 1．0 6 2．5 占5．7 8 2．7

柑） （2） （2） ほ） 柑） （2） （1 1 （3） ほ） （3） （1 1 （2） （3） （3 ）

デ リ　 シ　 ャ　 ス
1 7．8 8 0．7 7 5．5 8 9．5 8 5．7 7 2．5 a S 89 ．7 占4．0 1．0 0．5 5 5．0 7 5．7 6 5．0

（4） （3 1 （3） （射 （3 1 （射 柑） （3 1 （引 （3） （4 1 （3） 柑） （3）

r国　 光

紅　 玉

1 9．0 7 8．0 70 ．8 7 1．0 8 5．2 8 8．2 8 8 ．5 7 2．8 8 4．8 9 5．8 7 9．5 15．5 7 9．5 8 2．0

（5） （5） 【4） （5） （5） （5） （4） （4） r4） （4） （4） （4） （4） （4）

4 7．4 6 7．4 8 4．0 7 4．5 7 0．8 8 7．8 7 5．8 8 5．5 8 1．0 7 5．7 8 4．5 占0．5 8．0 8 4．0

（5） （5） （5） （4） （5） （5） （4） （3） （4） （3）． り） （4） （5） （3）

注．（）内の数字は試験年数を示す。

1．結実歩合

試験期間は品種によって1～5年までの相違がある

が，自家援粉でもっとも結実串の高かったのは窓の

dl帝であった。次いで印度の1占．5多，国光の15．5感

の順であった。

自家結実率のもっとも悪い品種はリチャードデリシ

ャスの0帝，デリシャスの0．5多，スターキソグデリ

シャスの0．5多であった。

他家授粉で結実率のもっとも低かったのはスターーキ

ングデリシャス×リチャードデリシャスの0．5弱，リ

チャードデリシャス×スターキングデリシャス，リチ

ャードデリシャス×デリシャス，デリシャス×リチャ

ードデリシャスの各1．0帝でデリシャス系の系統内按

粉では結実率が低かった。

また，陸奥×ゴールデンデリシャスの2．0多とレッ

ドゴールド×恵も8．2喀とその結実率が低かった。

陸奥の花粉による他家授粉の試験成窮で，もっとも

結実率の高かったのは悪×陸奥の“．2多であったが，

これは恵の自家結実性の影響によるものと思われる。

紅玉×陸奥は47．4多，印度×陸奥は45．8多であったが

他の品種については，いずれも50多以下の結実率で

この結果からも陸奥は援粉樹として不適当である。

2．種子含有丑

他家および自家授粉の1果当り種子含有量は第4表

のとおりである。
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第4表　　他家および自家授粉果の一束当り種子含有数
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陸　　　　　 奥 0 ．1 5 ．1 4 ．4 5 ．5 5 ．2 4 ．9 5 ．2 1 ．0 4 ．7 4 ．7 5 ．5 4 ．9 4 ．8 4 ．5

窓 4 ．8 2 ．5 7 ．8 7 ．5 5 ．0 7 ．9 7 ．9 7 ．4 7 ．8 8 ．0 7 ．7 7 ．4 ム 9 7 ．占

王　　　　　　 鈴 2 ．2 5 ．2 0 ．1 4 ．4 5 ．d 5 ．7 5 ．8 5 ．7 5 ．5 8 ．1 5 ．8 4 ．9 5 ．8 5 ．8

ふ　　　　　　　 じ 5 ．0 8 ．0 5 ．9 0 8 ．4 7 ．1 8 ．9 7 ．5 8 ．1 8 ．5 7 ．8 8 ．5 7 ．4 7 ．6

レ ッ ド ゴ ー ル ド 5 ．2 5 ．8 7 ．5 8 ．5 0 占．7 6 ．8 8 ．5 7 ．2 7 ．1 7 ．8 8 ．5 7 ．0 7 ．4

東　　　　　　 光 1 ．8 8 ．0 8 ．8 8 ．2 7 ．7 0 ．1 8 ．1 8 ．4 7 ．9 8 ．2 8 ．2 7 ．8 7 ．1 8 ．2

ス　 タ　 ー キ　 ン グ 5 ．7 8 ．5 8 ．5 8 ．8 8 ．8 8 ．8 0 8 ．5 8 ．7 1 ．0 4 ．7 8 ．7 7 ．0 7 ．2

ゴ　 ー　 ル　 デ　 ン 1 ．8 7 ．5 8 ．5 8 ．8 7 ．8 8 ．5 8 ．8 0 ．1 8 ．1 8 ．8 8 ．4 7 ．8 8 ．1 8 ．8

印　　　　　　 度 4 ．9 8 ．5 5 ．4 8 ．0 8 ．1 7 ．4 8 ．5 8 ．8 0 ．4 9 ．4 7 ．0 8 ．8 7 ．5 8 ．1

リ　 チ　 ャ　 ー ド 5 ．1 ム 4 7 ．1 8 ．9 7 ．5 7 ．0 0 ．4 8 ．5 7 ，2 0 1 ．5 ム 8 8 ．9 7 ．8

デ リ　 シ　 ャ　 ス 1 ．5 7 ．0 5 ．5 8 ．5 8 ．4 ム 9 5 ．8 5 ．7 5 ，9 8 ．0 0 ム 5 8 ．8 8 ．5

国　　　　　　 光 5 ．7 7 ．9 7 ．5 8 ．0 7 ．8 8 ．1 7 ．8 7 ．1 8 ．4 8 ．5 8 ．1 0 ．4 7 ．9 7 ．7

幻 二　　　　　　 玉 5 ．4 5 ．8 8 ．5 8 ．5 8 ．2 8 ．7 5 ．7 8 ．5 5 ．9 8 ．1 8 ．1 5 ．8 0 ．1 8 ．5

すなわち，窓×恵は2．5粒であったが，他の自家綬

粉では種子が皆無に近いものが多く見受けられた。

他家綬粉でもっとも種子数の少なかったものはリチ

ャードデリシャス×スターキソグデリシャスの0．4粒，

スターキングデリシャス×リチャードデリシャスの

1．0粒，陸奥×ゴールデンデリシャスの1．0粒，リチ

ャードデリシャス×デリシャスの1．5粒の4組合せで

あった。

また，一束当り種子数が5粒以下の組合せは，デリ

シャス×陸奥，東光×陸奥，ゴールデンデリシャス×

陸奥，王鈴×陸奥，ふじ×陸奥などの5組合せであっ

た。

4．摘　　　　　要

昭和40年から同44年までの5カ年にわたって

14主要品種について，相互ならびに自家綬粉による

結実率を調査した結果を要約すると次のとおりである。

1，自家綬粉で結実率のもっとも高かったのは悪の

81多で，低かったのはデリシャス，リチャードデリ

シャス，スターキソグデリシャスの5種であった。一

般に自家授粉したものは各品種とも一果当りの種子含

有量がきわめて少なかった。

2．他家綬粉で結実率のもっとも低かったのはデリ

シャス系の岡一系統内綬粉で，これらは一束当りの種

子含有丑も少なかった。

5．その他，他家授粉で結実率の低いものは陸奥×

ゴールデンデリシャスで，その搭乗率は2．0感で種子

含有凸も少なかった。

4．陸奥の花粉による他家綬粉でもっとも結実率が

高かったのは恵×陸奥の“．2廃で，これは忍の自家結

実性の高いことが膨ロしていろものと思われる。その

他，紅玉×陸奥，印度×陸奥を除けは，陸奥の花粉は

いずれも他品種に対して親和性が低く．綬粉樹として

不適当で，栽穂に当たって注意を要する。


